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1 第 1 章│沖縄と核兵器

１　

キ
ュ
ー
バ
危
機
と
「
核
の
島
」

深
淵
の
ぞ
い
た
男
た
ち

「
あ
の
時
、
も
う
戦
争
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
。
デ
フ
コ
ン（
防
衛
準
備
態
勢
）が
準
戦
時
態
勢
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
際
は
、
顔
か
ら
血
の
気
が
引
い
た
」

「
米
国
に
は
二
度
と
帰
れ
な
い
と
思
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
核
ミ
サ
イ
ル
を
放
ち
、
ソ
連
も
発
射
し
た
ら
、
帰

れ
る
場
所
は
な
く
な
る
か
ら
」

第1章

沖縄と核兵器

日
本
全
土
の
〇
・
六
％
し
か
な
い
面
積
に
在
日
米
軍
専
用
施
設
の
約
七
四
％
が
集
中
す
る

沖
縄
。
一
九
五
二
年
四
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
で
日
本
が
主
権
を
完
全
回

復
す
る
一
方
、
米
国
の
施
政
権
下
に
置
か
れ
「
屈
辱
」
を
味
わ
い
続
け
た
沖
縄
。
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
問
題
を
め
ぐ
り
、
地
元
の
圧
倒
的
な
民
意
に
逆
ら
っ

て
移
設
を
強
行
す
る
本
土
の
為
政
者
に
憤
怒
し
、
差
別
を
感
じ
る
沖
縄
。
そ
ん
な
沖
縄
は
核

兵
器
と
浅
か
ら
ぬ
縁
を
持
つ
。「
沖
縄
の
核
」
を
め
ぐ
る
新
事
実
と
そ
れ
が
暗
示
す
る
死
角

を
追
っ
た
。
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一
九
六
二
年
秋
、
ソ
連
が
米
国
を
射
程
に
収
め
た
核
ミ
サ
イ
ル
を
キ
ュ
ー
バ
に
搬
入
、
米
大
統
領
ジ
ョ
ン
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
が
軍
事
作
戦
を
検
討
し
、
米
ソ
核
交
戦
の
手
前
ま
で
行
っ
た
キ
ュ
ー
バ
危
機
。
極
度
の
緊
張
が
世

界
を
襲
う
中
、
キ
ュ
ー
バ
か
ら
地
球
の
裏
側
に
あ
る
沖
縄
に
、
核
戦
争
の
深
淵
を
の
ぞ
い
た
男
た
ち
が
い
た
。

そ
れ
は
、
当
時
ま
だ
米
国
の
施
政
権
下
に
あ
っ
た
沖
縄
に
配
備
さ
れ
た
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
メ
ー
ス
Ｂ
の
「
発

射
ボ
タ
ン
」
を
握
っ
た
米
軍
兵
た
ち
だ
。
二
〇
一
四
年
夏
、
沖
縄
に
か
つ
て
駐
留
し
た
複
数
の
退
役
米
兵
が
、
一

触
即
発
の
発
射
態
勢
に
置
か
れ
て
い
た
「
沖
縄
の
核
」
に
つ
い
て
証
言
し
た
。

標
的
は
中
ソ

「
沖
縄
に
到
着
し
た
時
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
基
地
は
ま
だ
建
設
中
で
、
大
き
な
穴
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
流
し
込

ま
れ
て
い
た
。
地
元
作
業
員
と
一
緒
に
土
木
作
業
を
行
な
っ
た
よ
」

米
南
部
の
テ
ネ
シ
ー
州
ク
ッ
ク
ビ
ル
に
住
む
ビ
ル
・
ホ
ー
ン（
一
九
四
三
年
生
ま
れ
）は
米
空
軍
第
八
七
三
戦
術

ミ
サ
イ
ル
中
隊
の
一
員
と
し
て
六
一
年
九
月
、
沖
縄
・
嘉か

手で

納な

基
地
に
着
任
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
読よ
み

谷た
ん

村
に
メ

ー
ス
Ｂ
の
発
射
基
地
が
完
成
す
る
と
、
ホ
ー
ン
は
仲
間
の
ミ
サ
イ
ル
ク
ル
ー
ら
と
と
も
に
嘉
手
納
か
ら
バ
ス
で
読

谷
に
通
っ
た
。
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「
最
初
の
ミ
サ
イ
ル
が
運
び
込
ま
れ
た
の
は
一
九
六
二
年
一
月
一
日
だ
っ
た
。
一
週
間
ほ
ど
で
核
弾
頭
付
き

の
計
八
基
を
搬
入
し
、
発
射
待
機
状
態
に
し
た
」

ホ
ー
ン
の
同
僚
の
元
ミ
サ
イ
ル
技
師
、
ジ
ョ
ン
・
ボ
ー
ド
ン（
一
九
四
一
年
生
ま
れ
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ブ
レ
イ

ク
ス
リ
ー
在
住
）は
こ
う
証
言
し
た
。

沖
縄
に
は
当
時
、
読
谷
村
に
加
え
、
恩お
ん

納な

村
、
現
在
の
う
る
ま
市
、
金き

武ん

町ち
ょ
うの

県
内
計
四
カ
所
に
発
射
基
地
が

造
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
八
基
の
メ
ー
ス
Ｂ
が
配
備
さ
れ
た
。
計
三
二
の
発
射
台
は
、
東
シ
ナ
海
の
向
こ
う
の
中
国
と

北
方
の
ソ
連
を
に
ら
ん
で
い
た
。

ボ
ー
ド
ン
と
ホ
ー
ン
の
任
務
は
二
四
時
間
体
制
で
メ
ー
ス
Ｂ
を
、
命
令
が
あ
れ
ば
即
刻
発
射
で
き
る
状
態
に
し

て
お
く
こ
と
だ
っ
た
。
普
段
は
、
ミ
サ
イ
ル
の
動
力
を
い
っ
た
ん
落
と
し
、
弾
頭
や
先
端
部
分
の
覆
い
「
ノ
ー
ズ

コ
ー
ン
」、
操
縦
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
点
検
し
た
後
、
再
び
発
射
可
能
に
す
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
呼
ば
れ
る
作
業

を
淡
々
と
行
な
う
。

さ
す
が
は
南
国
の
島
だ
。
発
射
台
の
温
度
は
四
〇
度
近
く
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
作
業
に
要
す

る
の
は
一
〜
一
・
五
時
間
。
八
時
間
シ
フ
ト
の
残
り
は
、
発
射
管
制
室
の
脇
に
あ
る
控
室
で
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
興

じ
な
が
ら
、
い
つ
来
る
か
も
し
れ
な
い
ミ
サ
イ
ル
発
射
命
令
に
備
え
た
。



4

ボ
ー
ド
ン
ら
が
働
く
メ
ー
ス
Ｂ
発
射
基
地
の
心
臓
部
で
あ
る
発
射
管
制
室
は
、
地
下
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
建
造

さ
れ
て
い
た
。
敵
の
核
攻
撃
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
た
め
だ
っ
た
。

危
機
到
来

嘉
手
納
と
読
谷
を
バ
ス
で
往
復
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
繰
り
返
す
単
調
な
毎
日
。
そ
ん
な
日
常

が
一
九
六
二
年
秋
、
暗
転
す
る
。

「
諸
君
、
キ
ュ
ー
バ
で
ゆ
ゆ
し
き
事
態
が
進
行
中
だ
」

一
九
六
二
年
一
〇
月
五
日
、
ボ
ー
ド
ン
は
勤
務
シ
フ
ト
前
に
嘉
手
納
基
地
で
行
な
わ
れ
る
定
例
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
で
上
官
か
ら
、
キ
ュ
ー
バ
で
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
基
地
建
設
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
。

ボ
ー
ド
ン
は
当
時
の
日
記
を
基
に
沖
縄
で
の
体
験
を
未
出
版
の
回
想
録
に
詳
述
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
引
用

し
な
が
ら
証
言
を
続
け
た
。

「
こ
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
後
、
事
態
は
よ
り
深
刻
化
し
た
。『
こ
れ
ま
で
訓
練
し
て
き
た
こ
と
を
い
よ
い
よ
実

践
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
』
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
キ
ュ
ー
バ
と
人
類
の
運
命
を
深
く
案
じ
た
」

ボ
ー
ド
ン
に
よ
る
と
、
メ
ー
ス
Ｂ
の
担
当
官
は
一
九
六
二
年
九
月
の
時
点
で
「
シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
た
細
長
い
形
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状
の
貨
物
を
積
ん
だ
船
が
ソ
連
方
面
か
ら
航
行
中
」
と
の
情
報
を
耳
に
し
て
い
た
。
だ
が
こ
の
段
階
で
は
、
積
み

荷
を
ミ
サ
イ
ル
と
分
析
し
て
い
た
米
中
央
情
報
局（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）も
、
多
数
の
貨
物
船
が
一
体
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
分

か
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
九
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
に
か
け
、
そ
の
航
跡
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
る
。
ホ
ー
ン
は
「
米
軍
潜
水
艦
が

キ
ュ
ー
バ
に
向
か
う
船
舶
を
追
跡
し
て
い
た
」
と
語
っ
た
。

ボ
ー
ド
ン
ら
核
ミ
サ
イ
ル
を
管
理
す
る
沖
縄
の
米
軍
兵
が
早
く
か
ら
キ
ュ
ー
バ
情
勢
を
注
視
す
る
中
、
米
軍
最

高
司
令
官
の
ケ
ネ
デ
ィ
が
「
ミ
サ
イ
ル
基
地
建
設
」
の
最
初
の
極
秘
情
報
に
接
し
た
の
は
一
〇
月
一
六
日
だ
っ
た
。

以
降
、
大
統
領
は
関
係
閣
僚
と
側
近
だ
け
を
集
め
た
最
高
幹
部
会
を
連
日
開
き
、
空
爆
や
海
上
封
鎖
の
選
択
肢
を

検
討
す
る
。

そ
し
て
、
ミ
サ
イ
ル
貨
物
船
の
航
行
を
阻
止
す
る
海
上
封
鎖
と
臨
検
を
決
め
た
大
統
領
は
一
〇
月
二
二
日（
米

時
間
）、
国
民
向
け
テ
レ
ビ
演
説
で
、
ソ
連
に
よ
る
キ
ュ
ー
バ
へ
の
ミ
サ
イ
ル
搬
入
を
初
め
て
公
表
し
た
。

こ
れ
と
同
時
に
米
軍
は
、
計
五
段
階
の
デ
フ
コ
ン
を
一
つ
引
き
上
げ
「
3
」
に
。
米
ソ
開
戦
を
意
味
す
る
デ
フ

コ
ン
「
1
」
へ
と
「
核
時
計
の
針
」（
ホ
ー
ン
）が
一
つ
進
ん
だ
。

ア
ジ
ア
最
大
の
「
核
弾
薬
庫
」

一
九
七
二
年
五
月
一
五
日
の
沖
縄
の
本
土
復
帰
ま
で
米
国
の
施
政
権
下
に
あ
っ
た
沖
縄
に
は
、
最
大
時（
ベ
ト
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ナ
ム
戦
争
ピ
ー
ク
時
の
六
七
年
）で
一
三
〇
〇
発
近
い
核
兵
器
が
配
備
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
数
は
九
〇
〇
発
台
の
韓

国
や
五
〇
〇
発
台
の
グ
ア
ム
、
さ
ら
に
台
湾
に
搬
入
さ
れ
た
米
軍
の
核
兵
器
数
を
大
き
く
上
回
り
、
沖
縄
は
ま
さ

に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
最
大
の
「
核
弾
薬
庫
」
だ
っ
た
。

核
爆
弾
や
核
砲
弾
、
核
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
計
一
八
種
類
が
持
ち
込
ま
れ
た
核
兵
器
の
中
で
も
、
県
内
四
つ
の
発
射

基
地
に
配
備
さ
れ
て
い
た
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
メ
ー
ス
Ｂ
は
「
沖
縄
の
核
」
を
象
徴
す
る
存
在
だ
っ
た
。
射
程
は

二
二
〇
〇
キ
ロ
超
で
、
中
国
と
極
東
ソ
連
を
核
攻
撃
の
標
的
下
に
収
め
た
。

メ
ー
ス
Ｂ
の
管
理
・
運
用
を
当
時
担
当
し
た
ボ
ー
ド
ン
や
ホ
ー
ン
ら
に
よ
る
と
、
沖
縄
の
メ
ー
ス
Ｂ
発
射
基
地

は
三
シ
フ
ト
交
代
の
二
四
時
間
体
制
。
四
つ
あ
る
各
基
地
に
計
八
基
が
配
備
さ
れ
、
七
人
編
成
の
ク
ル
ー
チ
ー
ム

二
つ
が
各
四
基
を
扱
っ
た
。

な
お
メ
ー
ス
Ｂ
の
撤
去
が
正
式
に
決
ま
っ
た
の
は
、「
一
九
七
二
年
の
核
抜
き
返
還
」
で
日
米
両
政
府
が
合
意

し
た
六
九
年
一
一
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
首
脳
会
談
。
佐
藤
栄
作
首
相
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
メ

ー
ス
Ｂ
の
撤
去
方
針
を
発
表
す
る
こ
と
で
「
核
抜
き
返
還
」
の
意
義
を
強
調
す
る
一
方
、
将
来
、
沖
縄
に
核
兵
器

の
再
持
ち
込
み
を
認
め
る
「
沖
縄
核
密
約
」
を
新
た
に
結
ん
だ
。

２　

発
射
寸
前
だ
っ
た
核
ミ
サ
イ
ル
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六
二
年
一
〇
月
二
三
日
、
大
統
領
演
説

「
大
統
領
の
演
説
中
は
ま
る
で
教
会
の
よ
う
な
静
け
さ
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
前
に
は
二
〇
〇
人
ほ
ど
の
人
だ

か
り
が
で
き
、
演
説
後
は
誰
も
口
を
利
か
な
く
な
っ
た
。
皆
ぼ
う
ぜ
ん
と
し
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
」

一
九
六
二
年
一
〇
月
二
三
日
朝
、
沖
縄
の
米
軍
嘉
手
納
基
地
。
第
八
七
三
戦
術
ミ
サ
イ
ル
中
隊
の
技
師
ジ
ョ

ン
・
ボ
ー
ド
ン
が
見
詰
め
る
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
は
、
険
し
い
表
情
を
し
た
米
大
統
領
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
姿

が
あ
っ
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
は
日
付
が
ま
だ
二
二
日
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
米
国
民
に
こ
う
訴
え
た
。「『
と
ら
わ
れ
の
島
』
で

攻
撃
用
ミ
サ
イ
ル
基
地
建
設
の
事
実
が
判
明
し
た
。
目
的
は
西
半
球
を
核
攻
撃
す
る
能
力
構
築
以
外
に
あ
り
得
な
い
」

ケ
ネ
デ
ィ
は
ソ
連
が
キ
ュ
ー
バ
に
核
搭
載
用
の
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
た
と
糾
弾
し
、
演
説
を
続
け
た
。

◦
用
語
コ
ラ
ム
「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」

ソ
連
は
一
九
六
二
年
、
米
国
が
打
倒
を
目
指
す
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ
政
権
を
支
援
し
よ
う
と
、
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
を
搬

入
し
た
。
一
〇
月
一
六
日
に
報
告
を
受
け
た
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
二
二
日
に
実
態
を
米
国
民
と
世
界
に
公
表
、
ミ
サ
イ
ル
基

地
の
撤
去
を
求
め
て
キ
ュ
ー
バ
を
海
上
封
鎖
し
た
。
米
国
は
キ
ュ
ー
バ
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
へ
の
報
復
も
宣
言
し
、
核
戦

争
の
緊
張
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
秘
密
交
渉
を
経
て
米
国
は
キ
ュ
ー
バ
不
可
侵
と
、 

ト
ル
コ
か
ら
の
対
ソ
攻
撃
用
の
ミ
サ
イ

ル
撤
去
を
約
束
。
ソ
連
は
二
八
日
に
基
地
撤
去
を
通
告
し
一
三
日
間
の
危
機
は
去
っ
た
。
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「
一
体
ど
れ
だ
け
の
コ
ス
ト
と
死
傷
者
が
出
る
の
か
、
予
測
も
で
き
な
い
。
犠
牲
と
自
制
の
歳
月
が
待
ち
構
え
て

い
る
。
し
か
し
最
大
の
危
険
は
何
も
行
動
し
な
い
こ
と
だ
」

戦
争
の
一
歩
手
前

キ
ュ
ー
バ
へ
の
空
爆
も
検
討
し
て
い
た
ケ
ネ
デ
ィ
は
演
説
で
、
国
民
に
有
事
へ
の
覚
悟
と
忍
耐
を
求
め
た
。
ボ

ー
ド
ン
は
じ
め
、
沖
縄
で
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
メ
ー
ス
Ｂ
の
運
用
を
担
当
す
る
米
軍
兵
の
脳
裏
に
は
、
米
ソ
核
戦

争
の
シ
ナ
リ
オ
が
よ
ぎ
っ
た
。

「
と
て
も
不
安
に
な
っ
た
。〔
出
身
州
の
米
国
東
部
〕ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
い
る
家
族
や
友
人
が
心
配
に
な

っ
て
…
…
」

そ
れ
ま
で
淡
々
と
証
言
し
て
い
た
ボ
ー
ド
ン
が
突
如
、
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
、
目
に
う
っ
す
ら
涙
を
浮
か
べ
た
。

大
統
領
演
説
の
前
、
既
に
キ
ュ
ー
バ
情
勢
を
め
ぐ
る
機
密
情
報
に
接
し
て
い
た
ボ
ー
ド
ン
は
両
親
に
国
際
電
話
を

か
け
、
自
宅
か
ら
南
部
の
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
疎
開
す
る
よ
う
促
し
た
。
だ
が
機
密
漏
え
い
は
法
に
触
れ
る

た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
ソ
連
の
核
攻
撃
対
象
で
あ
り
、
核
交
戦
に
な
れ
ば
実
家
も
被
害
に
遭
う
こ
と
は
、
肉
親

に
さ
え
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
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ボ
ー
ド
ン
同
様
、
沖
縄
・
読
谷
村
の
メ
ー
ス
Ｂ
発
射
基
地
に
技
師
と
し
て
勤
務
し
た
ビ
ル
・
ホ
ー
ン
も
大
統
領

演
説
を
聞
き
「
も
う
二
度
と
家
に
は
帰
れ
な
い
と
思
っ
た
。
平
和
は
終
わ
り
戦
争
が
起
き
る
と
皆
考
え
て
い
た
。

文
明
が
完
全
な
る
破
滅
に
最
も
近
づ
い
た
瞬
間
だ
っ
た
」。

そ
し
て
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
演
説
か
ら
間
も
な
い
一
〇
月
二
四
日
、
事
態
は
緊
迫
の
度
合
い
を
一
段
と
増
す
。

核
戦
争
時
の
司
令
塔
と
な
る
戦
略
空
軍
が 

「
デ
フ
コ
ン（
防
衛
準
備
態
勢
）」
を
「
3
」
か
ら
準
戦
時
の
「
2
」 

に
引

き
上
げ
た
の
だ 

。

「
デ
フ
コ
ン
2
は
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
だ
。
な
ぜ
な
ら
デ
フ
コ
ン
１
は
全
面
戦
争
を
意
味
す
る
か
ら
。

2
は
戦
争
の
一
歩
手
前
だ
」

沖
縄
・
恩
納
村
の
メ
ー
ス
Ｂ
発
射
基
地
に
配
属
さ
れ
て
い
た
ラ
リ
ー
・
へ
ー
ブ
マ
ン（
一
九
四
一
年
生
ま
れ
、
ネ

バ
ダ
州
ス
パ
ー
ク
ス
在
住
）は
こ
う
回
想
し
、「
核
ミ
サ
イ
ル
が
す
べ
て
発
射
さ
れ
れ
ば
、
地
球
に
は
物
も
人
も
ほ
ぼ

何
も
残
ら
な
い
。
い
ま
で
も
ぞ
っ
と
す
る
」
と
言
葉
を
継
い
だ
。

「
デ
フ
コ
ン
2
」
の
発
令
に
よ
り
、
米
軍
の
核
部
隊
は
一
五
分
で
戦
闘
可
能
な
態
勢
に
入
っ
た
。
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核
戦
争
防
い
だ
の
は
運

さ
ら
に
悪
い
こ
と
が
続
い
た
。
一
〇
月
二
七
日
、
キ
ュ
ー
バ
上
空
を
飛
行
中
の
米
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
操
る
Ｕ
2

偵
察
機
が
撃
墜
さ
れ
た
の
だ
。
ソ
連
に
よ
る
キ
ュ
ー
バ
へ
の
核
ミ
サ
イ
ル
搬
入
を
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
知
っ
て
か

ら
一
二
日
目
に
し
て
、
緊
張
状
態
は
極
限
に
達
し
た
。
そ
し
て
直
後
に
、
沖
縄
・
読
谷
村
の
メ
ー
ス
Ｂ
発
射
基
地

で
も
突
如
、
異
変
が
起
き
る
。

ボ
ー
ド
ン
の
証
言
に
よ
る
と
、
二
八
日
未
明
、
発
射
基
地
地
下
に
あ
る
発
射
管
制
室
の
無
線
が
鳴
っ
た
。「
オ

ー
・
マ
イ
・
ゴ
ッ
ド
…
…
」。
同
僚
が
叫
ぶ
と
、
室
内
は
騒
然
と
な
る
。

米
軍
嘉
手
納
基
地
の
ミ
サ
イ
ル
運
用
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
射
命
令
が
届
い
た
の
だ
。
技
師
、
副
官
、
発
射
指
揮
官

の
順
で
三
段
階
に
わ
た
り
、
送
ら
れ
て
き
た
暗
号
が
各
自
に
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
て
い
た
暗
号
と
合
う
か
ど
う

か
照
合
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
技
師
、
副
官
、
発
射
指
揮
官
は
順
番
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
管
理
す
る
パ
ウ
チ

（
包
の
う
）を
開
封
し
、
中
に
あ
る
暗
号
と
運
用
セ
ン
タ
ー
か
ら
届
い
た
暗
号
が
合
致
す
る
か
慎
重
に
確
認
作
業
を

行
な
っ
た
。
何
と
、
そ
の
結
果
、
す
べ
て
が
一
致
し
た
の
だ
。

「
し
か
し
、
ミ
サ
イ
ル
の
標
的
情
報
を
読
み
上
げ
た
ら〔
自
分
の
ク
ル
ー
チ
ー
ム
が
担
当
す
る
計
四
基
の
〕ミ

サ
イ
ル
の
う
ち
一
基
だ
け
が
ソ
連
向
け
。
残
り
三
基
は
別
の
国
を
狙
え
と
あ
っ
た
。
な
ぜ
関
係
な
い
国
を
巻


	日本はなぜ核を手放せないのか.00（前付）
	日本はなぜ核を手放せないのか.01（1章）

